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【
さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業
】

ぎ
ょ
さ
い
の
共
済
金
額
（
契
約
額
）
は
、
根
室
地
区
で

が
ん
ば
る
漁
業
終
了
に
よ
る
復
活
加
入
、
室
蘭
・
根
室
地
区

で
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
あ
り
、
二
地
区
で
前
年
度
よ
り

六
億
五
千
一
百
万
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
補
償
水
準

（
共
済
限
度
額
）
の
低
下
や
休
漁
に
よ
る
減
少
も
あ
り
、
全

道
集
計
で
は
五
億
九
千
五
百
万
円
増
の
八
十
八
億
四
千
万

円
、
積
立
ぷ
ら
す
（
漁
業
者
積
立
額
）
は
二
百
万
円
増
の

一
億
三
千
九
百
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

【
秋
さ
け
定
置
漁
業
】

ぎ
ょ
さ
い
の
共
済
金
額
は
、
釧
路
・
根
室
地
区
で
、
近

年
の
来
遊
不
振
が
影
響
し
補
償
水
準
が
低
下
し
た
こ
と
等
に

よ
り
、
前
年
度
実
績
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
全
道
集
計
で

は
、
契
約
割
合
の
引
上
げ
等
に
よ
り
五
億
四
千
八
百
万
円
増

加
し
、
三
百
六
十
五
億
六
千
七
百
万
円
、
積
立
ぷ
ら
す
は
ク

ロ
マ
グ
ロ
強
度
資
源
管
理
に
よ
る
払
戻
判
定
額
の
引
上
げ
等

に
よ
り
十
億
七
千
一
百
万
円
増
の
二
十
八
億
円
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
上
半
期
、
大
宗
漁
業
の
加
入
（
速
報
値
）
が
ま
と
ま
る

さ
ん
ま
棒
受
網
・
秋
さ
け
定
置
・
ほ
た
て
貝
等
養
殖
・
漁
業
施
設
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）
で
加
入
実
績
が
伸
長

本
年
度
は『「
ぎ
ょ
さ
い
普
及
推
進
全
国
運
動
」

‒

「
ぎ
ょ
さ
い
」
で
安
心
「
ぷ
ら
す
」
で
万
全‒

』

の
二
年
目
で
あ
り
、
全
道
各
地
区
に
お
い
て
加

入
推
進
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
上
半
期
の
大
宗

漁
業
で
あ
る
「
さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業
」、「
秋
さ

け
定
置
漁
業
」、
噴
火
湾
地
域
等
の
「
ほ
た
て
貝

等
養
殖
業
」
の
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
並
び

に
「
漁
業
施
設
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）」
の
ぎ
ょ

さ
い
加
入
実
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

共済金額 積立金額 共済金額 積立金額 共済金額 積立金額

室　蘭

１．さんま棒受網漁業　ぎょさい・積立ぷらす　加入実績

地　区
平成３０年度 平成２９年度 増減（H30-H29）

日　高

釧　路

根　室

北　見

稚　内

合　計

（単位：百万円）

共済金額 積立金額 共済金額 積立金額 共済金額 積立金額

小　樽

２．秋さけ定置漁業　ぎょさい・積立ぷらす　加入実績

地　区
平成３０年度 平成２９年度 増減（H30-H29）

桧　山

函　館

室　蘭

日　高

釧　路

根　室

北　見

稚　内

留　萌

合　計

（単位：百万円）
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【
ほ
た
て
貝
等
養
殖
業
】

近
年
の
価
格
上
昇
に
連
動
し
た
補
償
水
準
の
上
昇

と
、
渡
島
噴
火
湾
地
区
の
鹿
部
・
森
・
落
部
漁
協
及
び

室
蘭
地
区
の
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
で
契
約
割
合
の
引
上

げ
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ぎ
ょ
さ
い
は
共
済
金
額

で
六
億
二
千
八
百
万
円
増
の
七
十
四
億
五
千
六
百
万

円
、
積
立
ぷ
ら
す
は
砂
原
漁
協
で
漁
場
改
善
計
画
が
新

た
に
策
定
さ
れ
、
新
規
加
入
が
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、

九
千
万
円
増
の
四
億
三
千
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

【
漁
業
施
設
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）】

漁
業
施
設
共
済
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）
に
つ
い

て
は
、
北
見
地
区
の
ウ
ト
ロ
・
斜
里
第
一
漁
協
で
新

規
加
入
が
あ
り
、
件
数
で
二
十
七
件
、
共
済
金
額
で

五
億
九
千
八
百
万
円
増
加
し
、
釧
路
管
内
で
休
漁
等
に

よ
る
減
少
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
道
集
計
で
は
件
数
で

二
十
三
件
、
共
済
金
額
で
五
億
三
千
五
百
万
円
増
と
な

り
、
三
百
七
件
、
四
十
六
億
七
千
一
百
万
円
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

共済金額 積立金額 共済金額 積立金額 共済金額 積立金額
地　区

平成３０年度 平成２９年度 増減（H30-H29）

３．ほたて貝等養殖業　ぎょさい・積立ぷらす　加入実績

小　樽

函　館

室　蘭

北　見

合　計

（単位：百万円）

平成30年度 9月末　主な漁業の実績状況（速報）

件数 共済金額 件数 共済金額 件数 共済金額

小　樽

４．漁業施設（秋さけ定置漁具）ぎょさい加入実績

地　区
平成３０年度 平成２９年度 増減（H30-H29）

北　見

稚　内

留　萌

合　計

桧　山

函　館

室　蘭

日　高

釧　路

根　室

（単位：百万円）
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「
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
に
」　
第
十
一
回

　
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
漁
業
収
入
安
定
対
策
」（
ぎ
ょ

さ
い
＋
積
立
ぷ
ら
す
）
は
八
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
六
月
か

ら
、「
漁
業
収
入
安
定
対
策
」
北

海
道
推
進
協
議
会
の
座
長
を
務

め
る
道
水
産
林
務
部
の
杉
西
紀

元
水
産
経
営
課
長
に
、
こ
の
普

及
啓
発
に
か
け
る
思
い
を
イ
エ

ロ
ー
ペ
ー
ジ
の
紙
面
を
通
じ
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
漁
業
収
入
安
定
対
策
」
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

「
漁
業
収
入
安
定
対
策
（
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
）
に
つ
い
て
」

　

漁
業
収
入
安
定
対
策
（
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
）
は
、
計
画
的
に
資
源
管
理
や
漁

場
改
善
に
取
り
組
む
漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
漁
業
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に
漁
業

共
済
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
減
収
の
補
填
を
行
う
制
度
で
、
漁
業
経
営
の
安
定
に
と
っ

て
重
要
な
施
策
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
道
と
系
統
団
体
で
は
、
推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
制
度
の
普
及
推
進
運

動
に
取
り
組
み
、
平
成
二
十
九
年
度
末
に
お
け
る
全
道
の
加
入
率
は
、
ぎ
ょ
さ
い
が
八

十
一
％
、
積
立
ぷ
ら
す
が
七
十
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
が
ス
タ
ー

ト
し
た
平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
加
入
実
績
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が
重
要
」

　

一
方
で
、
全
道
の
加
入
実
績
を
見
る
と
、
地
域
に
よ
り
操
業
形
態
が
異
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
加
入
率
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
や
太
平
洋
地
域
で
高
く
、
日
本
海
地
域
で
は
低
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
ま
た
漁
業
種
類
別
で
は
、
定
置
漁
業
や
ホ
タ
テ
ガ
イ
桁
網
漁
業
は

高
く
、
二
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
漁
業
は
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
水
産
基
本
計
画
に
お
い
て
、
本
対
策
の
加
入
率
を
九
十
％
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
今
後
の
加
入
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
低
利
用

地
域
の
主
要
漁
業
や
二
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
漁
業
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
地
域
の

漁
業
実
態
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
八
月
以
降
の
台
風
や
大
型
低
気
圧
に
よ
り
定
置
網
を
中
心
と
し

た
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
九
年
度
の
漁
業
施
設
共
済

（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）
の
加
入
率
は
十
六
％
と
低
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
万

一
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
引
き
続
き
、
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
さ
ら
な
る
加
入
促
進
に
向
け
て
」

　

国
で
は
今
年
六
月
に
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
年
齢
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
漁
業

就
業
構
造
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、「
水
産
政
策
の
改
革
に
つ
い
て
」

を
と
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、こ
の
中
で
漁
業
収
入
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
、

機
能
強
化
と
法
制
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
必
要
な
法
整
備
等
を
速
や
か
に
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
漁
業
収
入
安
定
対
策
は
、
毎
年
の
予
算
に
基
づ
く
事
業
で
あ
り
恒
久
対

策
で
は
な
い
こ
と
や
、
長
期
間
水
揚
げ
が
減
少
し
た
場
合
に
ぎ
ょ
さ
い
及
び
積
立

ぷ
ら
す
の
補
償
水
準
等
が
下
が
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
漁
業
施
設
共
済
の
漁
業
者
負

担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
道
で
は
、
制
度
の
恒
久
化

や
拡
充
に
つ
い
て
国
に
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
、
水
産
政
策

改
革
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、漁
業
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
制
度
に
な
る
よ
う
、

関
係
団
体
と
も
連
携
し
国
に
働
き
か
け
て
い
く
考
え
で
す
。

　

依
然
と
し
て
、
漁
業
経
営
を
取
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、漁
業
者
の
経
営
安
定
に
向
け
、今
後
と
も
系
統
団
体
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
、「
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
」
の
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲杉西水産経営課長
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